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Although the precincts of a shrine have general composition, there is no clear rule. Therefore, each shrine 
has the various features. The precincts may have a unique element. The unique precincts have a unique charm. 
The details of research are change of the precincts which the factor to which a unique element is born, and a 
factor bring about, and the unique effect born by this change. The subject of research is a shrine in Tokyo. This 
paper summarizes the result. 
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１．	 はじめに 
日本が世界に誇る素晴らしい建築を上げるなら、厳島
神社と伏見稲荷大社はその中に含まれるであろう。この
二つの神社は、一般的な神社空間と比べると特異である
ことが言える。その特異な神社が魅力的な空間として評
価されている。これらの神社は創建された当時から現在
の形態であったわけではない。厳島神社から説明すると、
創建当時、社殿は地上にあった。それから月日が流れ、
平安時代後期になり、平清盛の斬新な発想が極楽浄土の
姿を波音で表現した海上社殿の造営に繋がった。伏見稲
荷大社も創建当時と現在とで形態が異なるが、厳島神社
の変容と比べると、全く事情が異なる。現在の厳島神社
は平清盛による革新的なアイデアから誕生したものだが、
伏見稲荷大社の特異な空間は大勢の人の信仰心を具現化
することで完成した。創建当時は千本鳥居という概念は
なかったが、江戸時代に鳥居を奉納する習慣が広まった
結果、約一万基の鳥居で構成された特異な神社が完成し
た。特異な魅力を持つ境内はある時点で生まれたイレギ
ュラーなものといえる。	 
 
２．	 研究内容 
（１）研究内容 
本論文では個々の神社の境内が有する特異要素に関す
る研究を主題にした。序章で述べた厳島神社、伏見稲荷
大社に代表される特異要素を有する境内について、特異
要素が生まれた要因、特異要素がおよぼす効果を東京の
神社を題材に調べる。特異性の定義は、一般的といわれ
ているものからかけ離れている要素とした。都内の様々
な神社を観察し、古地図、名所江戸百景、江戸名所図会
等の資料を用いてリサーチを行う。本研究内容はその結
果をまとめたものである。	 
（２）調査範囲	 
調査範囲は東京都２３区内とした。２３区内の神社を
観察した結果、何かしらの特異性が見られた神社が３０
社見つかった。この３０社を本論文の研究題材として取
り上げた。	 
	 	 	 	 	 
	 	 	 	 図１	 特異な境内を有する神社	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（３）５つの要素に分かれる特異性 
研究題材として取り上げた特異な神社から、５つの特
徴に分けることができた。「地形・高低差が生んだ特異
性と効果」、「時代の変遷が生んだ特異性と効果」、「参
道の性格が生みだす特異性と効果」、「摂末社の存在に
よって生まれた特異性と効果」、「ディテールによって
生まれた特異性と効果」である。この５項目について、
現在の特異性はどのような過程を経て至ったのか、どの
ような特異な演出や影響を及ぼしているのかを述べる。 
 
３．	 ５つの視点から見る特異な構成要素 
（１）地形・高低差が生んだ特異性と効果	 
「高低差で演出」、「高低差が生み出す効果」、「下る
アプローチ」に分けられる。根津神社を例にあげると「高
低差で演出」に該当する。一般的な神社は斜面の上に境
内が配置してあり、斜面を上りながら拝殿に向かうが、
根津神社は傾斜に沿って境内がある特異な神社である。
地形図を見ると境内の西側が高くなっていることがわか
る。この西側の傾斜につつじを植え、その美しい景色が
境内を包んでいる。この借景は、神社ではあまり見られ
ない傾斜の使い方から生まれたものである。 
 
	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図２	 つつじ	 
 
（２）時代の変遷が生んだ特異性と効果 
「変化しない空間構成」、「新しくできた空間」、「道
の変化」、「小規模化」、「移転」に分けられる。根津
神社を例にあげると「新しくできた空間」に該当する。
現在の拝殿、唐門、楼門は、江戸時代から配置や形が変
わっていない。現在では新たに楼門前に神橋ができてい
る。高低差のない参道は単調な空間になりがちだが、神
橋を渡り二つの門をくぐることで参道にメリハリを生じ
させている。神橋は神域に近づく上で新たに付け加えら
れた境界としてうまく機能している。 
	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図３	 神橋	 
 
（３）参道の性格が生みだす特異性と効果 
「見通し」、「近隣との繋がり」、「機能的な参道」、
「演出」、「効果」、「路地」に分けられる。根津神社を
例にあげると「見通し」に該当する。根津神社の参道に
は高低差がない。よって、平らな地面でも可能な参道演
出が行われている。境内に入ると一ノ鳥居の先につつじ
が見え、この先に美しい異世界があること示唆している。
参道がつつじの前で折れ曲がるので先は見えない。参道
を曲がると池と神橋があり、これが境界の演出となって
いる。神橋から拝殿までは一直線の参道となり、重ね合
わされた門の奥に拝殿が見える。門の重ね合わせにより、
拝殿が現世ではない別の世界の中にあるように思わせる。
根津神社の参道は高低差を利用しないで神秘性の演出が
行われている特異な例である。 
 
	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図４	 楼門	 
 
（４）摂末社の存在によって生まれた特異性と効果 
「池」、「参道」、「千本鳥居」、「丘」に分けられる。
根津神社を例にあげると「千本鳥居」に該当する。乙女
稲荷神社は傾斜に平行に参道が伸びていて、この参道の
先に拝殿がある特異な摂末社である。下から見ると参道
は宙にあるように、拝殿は宙に浮いているように見える。
これは参道が斜面に平行して伸びていること、稲荷神社
の朱色と木々の緑が補色のため、この二色が強いインパ
クトで目に入り、地面や拝殿を支える柱の色をかき消す
ために宙に浮いたように見える。高い所に社殿を置くこ
とで神の威厳を示す例は多いが、社殿を浮かしたように
見せて神秘性を出しているのは珍しい。 
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 図５	 摂末社 
 
（５）ディテールによって生まれた特異性と効果 
「拝殿」、「手水舎」、「仕切り」、「塀」、「石畳」、
「階段」、「明るさ」、「テクスチャー」、「土留め」、
「木」に分けられる。根津神社を例にあげると「土留め」
に該当する。摂末社の乙女稲荷神社に通じる参道が傾斜
になっている。傾斜になった参道の土が雨で流れないよ
うに土留めが作られているが、折れ曲がった石畳と土留
めが幾何学的なデザインを生み出している。この幾何学
的なデザインは異空間とされている神社と相性がよい。 
 
	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 図６	 土留め	 
 
４．	 特異な境内が生まれる三段階のプロセス	 
（１）三段階のプロセス 
各神社の境内が有する特異要素を５つの項目に分けて、
特異性を生み出す要因と効果を述べたが、５項目の特異
性は相互に影響し合っている例が多いことがわかった。
各項目の単一の解釈では、各神社が有する特異性のすべ
てを理解することはできない。要素単位ではなく神社単
位まで見方を広げると特異な境内が生まれるためのプロ
セスが見えてきた。例に上げた３社以外の特異な神社も
三段階のプロセスを経て、現在の特異性を有している。
境内に特異性が付加される上での普遍的なプロセスは、
「要因」→「変化」→「結果」となる。ある時点できっか
けとなる要因が起こる。この要因が境内に変化を起こす。
この変化が特異な結果となって現れる。これが一連のプ
ロセスである。 
（２）要因 
「都市計画」、「売却」、「転用」、「淘汰」、「不変」
の５項目に分けられる。 
a）都市計画 
	 東京の場合、時代を経るごとにどんどんと街の様相を
変えていく。その結果、創建された当時と現在とでは、
境内の周辺環境が大きく異なる。 
b）売却 
	 境内地が売却されることがある。神社を運営する資金
の足しにするためにやむなく境内地を売却する場合や、
神社施設を建て替えるための資金に利用する場合、大規
模な施設の建設で立ち退きを余儀なくされる場合などの
理由が上げられる。 
c）転用 
	 境内地を有効利用するために境内の一部に神社と関係
のない施設が置かれる場合、時代の変化の中で境内が今
まで想定されていなかった使われ方をする場合がある。 
d）淘汰 
	 長い時間の中では境内にあるものは淘汰の歴史を繰り
返す。不要とされるものは撤去される。また、外的要因
で淘汰される場合もある。戦争や火事、地震などに巻き
込まれて、神社施設が破壊される場合もある。 
e）不変 
	 神社空間には昔から残っているものでこれだけは現在
も、さらには後世にも残していきたいと考えられている
ものが存在する。それは精神的なものだったり、その場
所の原風景だったり、神が宿るとされる場所やものだっ
たりする。それとは別に、現在では必要とされていない
ものが昔のまま残っている場合や、昔から現在まで変わ
らずに活用されているものも存在する。境内が置かれて
いる地形も変化せずに残っているものの１つである。 
（３）変化 
「境外の様相が変わる」、「境内の形が変わる」、「社
地が変わる」、「新たな機能が付加される」、「新たな
ものが付加される」の５項目に分けられる。 
a）境外の様相が変わる 
	 都市計画や売却などにより境外の様相が変わる。境外
の様相の変化は境内へ様々な影響を及ぼす。境外空間の
様相が変わることで、神社空間自体も以前とは異なる印
象へと変わる。 
b）境内の形が変わる 
	 都市計画や売却、転用などにより境内の形が変わる。
境外の形の変化により境内の形が変化する場合もある。 
c）社地が変わる 
	 売却により社地が変わる。社地が変わることで境内も
周辺環境もまったく違うものになる。その影響を受けて
旧社地とはまったく異なる境内空間へと変容する。 
d）新たな機能が付加される 
	 都市計画、売却、転用、淘汰、不変により新たな機能
が付加される。新たに付け足された機能は文明の進歩に
より生まれたものが多い。 
e）新たなものが付加される 
	 都市計画、売却、転用、淘汰、不変により新たなもの
が付加される。境内空間をより良くするための工夫とい
える。 
（４）結果 
「機能的になる」、「神秘性が増す」、「神社が身近に
なる」の３項目に分けられる。 
a）機能的になる 
	 要因、変化のプロセスを経て機能的になる。ここで生
まれた機能的な効果は現代のライフスタイルに合ったも
Hosei University Repository
のとなる。 
b）神秘性が増す 
	 要因、変化のプロセスを経て神秘性が増す。神秘性が
増すことで境内に新たな魅力が付加される。 
c）神社が身近になる 
要因、変化のプロセスを経て神社が身近になる。神社
が身近になることで地域にとって欠かせない存在となる。 
（５）項目の組み合わせ 
	 三段階のプロセスの項目を組み合わせることで各神社
が有する主要な特異性を簡潔に説明することができる。
根津神社を例に説明する。図２の特異性は「転用」→「新
たなものが付加される」→「神秘性が増す」のプロセス
を経て現れる。図３の特異性は「不変」→「新たなもの
が付加される」→「神秘性が増す」のプロセスを経て現
れる。図４の特異性は「不変」→「新たなものが付加さ
れる」→「神秘性が増す」のプロセスを経て現れる。図
５の特異性は「転用」→「新たなものが付加される」→
「神秘性が増す」のプロセスを経て現れる。図６の特異性
は「不変」→「新たなものが付加される」→「神秘性が
増す」のプロセスを経て現れる。この結果から根津神社
がもつ主要な特異性は「不変」→「新たなものが付加さ
れる」→「神秘性が増す」を経て現れたといえる。昔か
ら存在するものに新たなものが付加された結果、以前よ
りも神秘性が増した境内が誕生した。このように三段階
のプロセスを踏めば境内に特異な効果が現れる。 
 
 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
 
５．	 結論	 
「機能的になる」-現代のライフスタイルに合っている・
「神秘性が増す」-新たな魅力が付加される・「神社が身近
になる」-地域にとって欠かせない存在となる	 本研究で
明らかになったこの３つの効果を各神社が兼ね備えるこ
とができたならば、それは間違いなく素晴らしい空間へ
と変容するだろう。特異性とはある時点で生まれたイレ
ギュラーなもののことを言い、三段階のプロセスを踏む
ことで生まれる３つの効果はすべて特異性によって生ま
れたものである。つまりこれから先、すべての神社は３
つの特異な効果を有することが可能なのである。東京と
いう都市を見ると動的な存在として今も昔もこれからも
あり続ける。ただ１つわかっていることは東京の神社の
境内空間は今までもそうだったように、これからも変化
し続ければならないことである。これからも変化するこ
とを余儀なくされている東京の神社が、特異性が生み出
す３つの効果を兼ね備えた境内に変容するために、その
参考資料として本論文を役立ててもらいたい。 
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